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一
、
本
禽
は
贋
義
に
お
け
る
哲
學
の
研
究
と
そ
の
普
及
を
圖
る

こ
と
を
自
的
と
す
る

一
、
右
の
目
的
の
た
め
に
左
の
事
業
を
行
う

8
　
毎
月
一
圓
會
誌
「
哲
學
研
究
」
を
襲
行
ず
る

口
　
毎
聯
公
爵
講
演
會
を
開
く

飼
　
随
時
研
究
魯
を
開
く

一
、
本
會
の
事
業
を
遂
行
す
る
た
め
に
委
員
若
干
名
を
お
く

委
員
は
京
都
大
學
文
學
部
門
學
科
教
官
及
び
委
員
會
に
お
い

て
推
薦
し
た
も
の
に
委
齢
す
る

一
、
本
會
に
賛
助
員
若
干
名
を
お
く
　
賛
助
員
は
會
員
の
中
か

ら
委
員
會
が
推
薦
す
る

一
、
本
會
は
愈
員
組
織
と
し
會
員
に
は
資
格
の
剃
限
を
設
け
な

い
　
學
校
・
気
書
館
・
其
他
の
圏
髄
は
閣
膿
の
名
を
以
て
入

書
す
る
こ
と
が
で
き
る

｝
、
奮
員
は
愈
費
と
し
て
年
「
、
五
〇
〇
闘
（
會
誌
十
二
甜
分

を
含
む
）
を
莇
翻
す
る

但
し
　
二
回
又
は
三
回
に
分
納
す
る
こ
と
も
で
き
る

一
、
會
員
は
會
誌
の
配
布
を
受
け
會
誌
に
豫
告
す
る
諸
種
の
行

事
に
出
席
す
る
こ
と
が
で
き
る

一
、
ホ
會
は
事
務
所
を
京
都
大
學
文
學
部
内
に
お
く

一
、
規
約
の
改
正
は
委
員
會
の
決
定
に
よ
る

京
都
哲
學
會
役
員
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と
が
、
こ
こ
に
お
い
て
も
極
め
て
重
要
な
問
題
概
念
と
し
て
導
入
せ
ら

れ
、
そ
れ
ら
が
そ
れ
ぞ
れ
如
何
な
る
形
で
「
窒
」
の
立
場
へ
克
服
さ
れ
る

か
が
究
明
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
以
上
本
書
の
論
述
に
関
し
て
筆
者
に
残
さ
れ
た
二
つ
の
疑
問
点
を
の
べ

た
。
な
お
こ
の
外
、
空
の
立
場
に
お
け
る
存
在
と
当
為
の
問
題
（
こ
れ
は

空
の
立
場
そ
の
も
の
の
理
解
に
か
か
わ
る
最
も
本
質
的
な
問
題
で
あ
る
）

に
つ
い
て
並
び
に
空
の
立
場
に
お
け
る
歴
史
性
に
つ
い
て
、
筆
者
の
感
ず

る
疑
問
を
も
の
べ
、
併
せ
て
著
者
の
御
教
示
を
仰
ぎ
た
い
所
存
で
あ
っ
た

が
、
既
に
か
な
り
の
紙
数
を
つ
い
や
し
た
の
で
、
後
の
二
点
に
つ
い
て
は

別
の
機
会
に
譲
り
度
い
と
思
う
。
た
だ
筆
者
の
未
熟
と
浅
学
の
た
め
こ
の

劃
期
的
な
業
績
の
真
意
を
十
分
理
解
せ
ず
、
以
上
の
考
察
に
お
い
て
も
思

わ
ぬ
誤
解
を
敢
て
し
妄
評
の
誤
り
を
犯
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
を
お
そ

れ
る
も
の
で
あ
る
。
著
者
並
び
に
読
者
諸
賢
の
叱
正
を
う
れ
ば
幸
い
で
あ

る
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一
、
本
會
は
曾
員
組
織
と
し
會
員
に
は
資
格
の
制
限
を
設
け
ま

せ
ん
、
入
愈
希
墾
の
方
は
東
都
市
左
京
医
吉
田
京
都
大
學
文

學
部
内
京
都
哲
三
線
（
振
替
口
座
京
都
酋
〇
三
九
番
　
京
都

哲
學
會
）
宛
に
規
定
の
曾
費
（
年
一
、
五
〇
〇
劉
又
は
牟
年

七
五
〇
圓
）
を
お
着
込
下
さ
い

又
愈
員
へ
の
愈
誌
送
付
、
バ
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ク
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ン
バ
…
購
入
、
及
び
襲

費
に
關
す
る
一
切
は
東
京
都
千
代
閏
臨
代
官
町
二
　
創
文
就

　
（
振
替
口
座
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京
九
二
囚
七
二
番
創
文
就
）
宛
に
願
い
ま
す

｝
、
愈
費
切
れ
の
場
合
は
封
筒
に
「
蒲
金
切
」
の
印
を
捺
し
ま

す
か
ら
薩
ち
に
京
都
章
章
奮
宛
御
彿
込
下
さ
い
、
　
（
　
年
分

断
は
傘
年
分
、
會
費
は
原
町
と
し
て
本
誌
十
二
羅
（
又
は
六

澱
）
の
送
附
濟
を
以
て
前
金
切
れ
と
し
、
三
一
の
饗
更
其
他

の
事
情
に
よ
る
過
不
足
は
一
年
（
又
は
牟
年
）
毎
に
精
算
し

ま
す
｝
、
會
員
の
韓
書
入
忍
受
の
寮
務
及
び
編
集
事
務
の
　
切
は
京

都
哲
學
會
宛
に
御
通
知
下
さ
い

一
、
本
誌
の
編
集
に
闘
す
る
通
揺
・
三
縄
書
・
寄
総
雑
誌
等
は

本
魯
宛
に
お
送
り
下
さ
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一
、
愈
員
以
外
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購
讃
者
の
御
註
文
及
び
廣
皆
掲
載
に
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す
る

件
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「
創
文
紅
」
へ
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さ
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…
、
本
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